
救急安心センター（＃７１１９）

運用状況について

姫路市地域医療課

令和８年２月

資料２



１ 実績
（令和７年１月1日～12月31日）
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（１）月別推移
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対応総件数

令和６年 令和７年

令和６年 １７，５５４件
令和７年 ２２，３３１件

R6.1.15 事業開始

・令和７年の総件数は前年比約27％増加
・月別では１月、８月、１２月が多い。



（２）相談区分別
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医療機関案内
9,853件

44%

その他
2,136件

10%

赤
1,679件

8%(16%)

橙
3,972件

18%(38%)

黄
3,274件

14%(32%)

緑
1,120件

5%(11%)白
297件

1%(3%)

救急医療相談
10,342件

46%

総件数：２２，３３１件

◆赤：119番通報
◆橙：救急車以外で2時間

以内に受診
◆黄：(日中) 本日診療時間内

(夜間) 翌朝早めに受診
◆緑：数日中に受診
◆白：受診不要

救急医療相談：１０，３４２件

・総件数22,331件の内訳は、救急医療相談が46%（10,342件）、
医療機関案内が44%（9,853件）、その他が10%（2,136件）

・救急医療相談の緊急度別では、赤が8%、橙が18％、黄が14％



（３）年齢別

4

0～5歳

1,167件

12%
6～15歳

994件

10%

16～39歳
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29%

40～64歳
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65～74歳
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75歳以上

1,481件
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不明
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1% 0～5歳
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6～15歳
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16～39歳

2,380件

23%

40～64歳

2,216件

21%

65～74歳

825件

8%

75歳以上

1,991件

19%

不明

8件

0%

総件数
１０，３４２件

総件数
９，８５３件

（医療機関案内） （救急医療相談）

・医療機関案内では16～39歳が最多。
・救急医療相談では０～5歳が19％、16～39歳が23％と
小児と若年成人の利用が多い。

・高齢者（75歳以上）は両相談とも約15～19％を占める。



（４）時間別
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（医療機関案内） （救急医療相談）

0～６時

758件

8%

6～12時

2,543件

26%

12～18

時

3,145件

32%

18～24時

3,407件

35%

0～６時

1,416件

14%

6～12時

2,059件

20%

12～18時

2,884件

28%

18～24時

3,983件

39%総件数
９，８５３件

総件数
１０，３４２件

・医療機関案内は18～24時が35％、12～18時が32％と
夕方から夜間の利用が多い。

・救急医療相談は18～24時が39％と夜間に集中している。
・深夜早朝（0～6時）も8～14％の利用がある。



（５）県全体との比較（相談区分別）

対応総件数 医療機関案内 救急医療相談 その他

赤 橙 黄 緑 白

姫路市

22,331件 9,853件 10,342件 1,679件 3,972件 3,274件 1,120件 297件 2,136件

(100.0%) (44.1%) (46.3%) (7.5%) (17.8%) (14.7%) (5.0%) (1.3%) (9.6%)

兵庫県

177,295件 78,223件 77,345件 11,630件29,817件 24,556件 9,134件 2,208件 21,727件

(100.0%) (44.1%) (43.6%) (6.6%) (16.8%) (13.9%) (5.2%) (1.2%) (12.3%)

※令和７年１月～１２月で比較 6

・姫路市は県全体と
ほぼ同様の傾向



（６）県全体との比較（年齢別）

※令和７年１月～１２月で比較

合計 0～5歳 6～15歳 16～64歳 65～74歳 75歳以上 その他

姫路市

22,331件 3,330件 2,025件 10,768件 1,837件 4,027件 344件

(100.0%) (14.9%) (9.1%) (48.2%) (8.2%) (18.0%) (1.5%)

兵庫県

177,295件 26,872件 17,028件 79,857件 14,051件 31,908件 7,579件

(100.0%) (15.2%) (9.6%) (45.0%) (7.9%) (18.0%) (4.3%)
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・姫路市は県全体と
ほぼ同様の傾向



（７）案内先診療科目
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【備考】
・救急科への案内は119番通報（赤判定）
とは異なる。

・その他・不明は、精神科、心療内科、
肛門科、婦人科など

・内科が最多、次いで整形外科、外科、
小児科、脳神経外科の順



（８）案内先医療機関
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・市内診療所クリニック等が7,794件、休日・夜間
急病センターが5,797件で上位を占める。



（９）相談疾病上位１０項目
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・発熱（成人）腹痛（成人）700件が上位で、
小児関連では発熱や頭・首のけがが多い。

・胸痛、めまい・ふらつき、手足・顔面の
外傷などは緊急度の高い相談が多い。



（１０）相談疾病上位１０項目
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発熱（成人）

腹痛（成人）

手足・顔面の外傷（成人・小児）

小児 発熱（小児）

めまい・ふらつき（成人・小児）

小児 頭のけが・首のけが（小児）

吐き気・吐いた（成人）

頭のけが（成人）

胸が痛い（成人・小児）

頭痛（成人）

• 夜間は、発熱・腹痛が中心となっている。
• 外傷系は日中の活動時間に多く、生活パ

ターンが影響している。



（１１）電話相談比較
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名称 対象 曜日 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324

救急安心センターひめじ
＃７１１９

全年齢 毎日 0～24時

姫路市
救急医療電話相談

（小児科）
２９２－４８７４

小児

月～土 20～24時

日・祝・
8/15・

12/31～1/3
9～18時 20～24時

兵庫県
子ども医療電話相談

＃８０００
小児

月～土 0～8時 18～24時

日・祝・
12/29～1/3

8～翌朝8時

• #8000は兵庫県全域、姫路市救急医療電話
相談は姫路市民のみ対象



（１２）電話相談実績比較
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#7119（0～15歳） #8000 姫路市

計5,083件

計4,263件

計3,514件

• #7119は他の相談窓口より利用件数が多
く、特に11-12月に増加している。



２ 総括
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・昨年と比較すると、相談件数は大幅に増加しており（前
年比約２７％増）、市民への認知度は高まっている。

・年齢別にみると、救急医療相談では０～１５歳の割合
（約２８％）が最も高い。

・時間別にみると、早朝や深夜の時間帯だけではなく、日
中も利用件数が多いことから、２４時間３６５日利用可能
な相談窓口に需要があると考えられる。

・姫路市救急医療電話相談事業（小児科）は令和７年度末
で廃止となるが、＃７１１９はその代わりとなる役割が期
待出来る。


